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2025(令和７)年第 1 回学校関係者評価委員会報告書 

 

学校法人国際ビジネス学院金沢 

スーパースイーツ製菓専門学校 

 

 

学校法人国際ビジネス学院金沢 スーパースイーツ製菓専門学校の「令和６年度自己評価点検報告

書」に基づいて、学校関係者評価を実施しましたので、以下の通り報告いたします。 

 

記 

 

開催日時：2025（令和７）年８月 21 日（木）15:00～16:00 

開催場所：スーパースイーツ製菓専門学校 ３階会議室 

 

 

１．学校関係者評価委員 

＜出席委員＞ 

・関係業界委員 ：加藤 髙聖 氏（株式会社ぶどうの木 管理本部 総務部 部長） 

・企業等委員  ：金岩 重典 氏（株式会社ふらん・どーる 石川県洋菓子協会 会長） 

・卒業生代表委員：沼田 和志 氏（株式会社レグレット）  

      

＜欠席委員＞ 

 

＜本校職員＞ 

・本校教職員  ：梶聡司、村田直樹、土居千恵美                   

・司  会   ：村田直樹 

・議事録作成  ：土居千恵美 

 

２．学校からの報告事項 

・入学者・退学者の推移 

資料参照 

令和 7 年度 2 年制 51 名 1 年制 1 名 計 52 名 

今年度は、オープンキャンパスの来校数は昨年度よりも伸びている状況 

県内外から参加してくれる参加者が増えてきた。 

・就職状況報告 

製菓衛生師学科 1 名 就職希望しない 

パティシエブーランジェ学科 50 名 就職希望 44 名 

内定者 20 名 内定率４０％ 
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進学を検討している学生も多く様々な進路が増えてきた。 

 

・自己点検より 

・質疑応答 

 

＜現在までの取り組みについて反省を行なった。＞  

① 入学者の推移 

資料参照 

 

② 就職状況（内定状況）  

資料参照 

 

３．自己点検評価報告書の評価項目ごとの評価・意見等 

項目 評価・意見等 

１ 教育理念・目的・ビジョン 特になし 

２ 学校運営 特になし 

３ 教育活動 別途特記にて記載 

４ 教育成果 特になし 

５ 学生支援 特になし 

６ 教育環境 特になし 

７ 学生の募集と受け入れ 特記記入 

８ 教職員組織 特になし 

９ 社会貢献 特になし 

 

４．総合的なご意見、改善事項等 

【特記】 

新キャンパスについて 

次年度令和 8 年度に白山キャンパスへ移設、すべての学校が白山キャンパスで学んでいく形に変わる。 

現在建設中となっており、2 月着工予定。 

金沢キャンパスは、来年 3 月までとなっている。 

資料参照 

8 号館は、福利厚生施設を建設中。実践できる施設となっており、カフェやペット美容の施設が入る予

定。製菓では、カフェ、ベーカリーで学生が作ったものを販売していく予定。 

美容では、卒業後のプラスワンでの実践実習を予定している。 

週末は一般の方もご利用いただけるような運営を考えている。 

また、チャペルも併設しており、学内でリアルウェディングなどを計画中。 

隣接している公園もあり、大学のキャンパスのような広々とした空間を建設しており、専門学校では 

類を見ない施設を作ってより学びの質を高めていく。 
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できましたら、ご案内させていただきます。 

 

7 号館では、実習室に横にロッカー室を併設しており、より衛生的に実習を行うことができる。セミナ

ーホールでは現行よりも広くなるため、より充実した施設となる予定。 

３F が美容のフロア、４F がエスエのフロアとなっており、フロアで学科を分けることとなる。 

 

8 号館～デモ映像～ 

 

現在 3 年制の専門学校が増えてきている。全国水準に合わせて今後製菓でも進学など出口の形を複数設

けていけるよう検討している。 

 

現在食材等の高騰が続いている中でどのように工夫されているのか、伺いたいです。 

金岩様）むしろ教えていただきたいぐらいです。ケーキの単価を上げていくしか対策方法は今のところ

見つけられていない。 

加藤様）難しい事案。お客様が購入できる程度に価格は上げている。大枠の方針としては、既存の商品

は値上げせず、別の新規の商品に関しては付加価値を上げて提供している。原価の率よりも粗利をどれ

だけ残せるのかを基準に設定するようにしている。 

特に乳製品は、今後も上がり続けている。加工品は特に厳しい状況が変わらないと考えている。 

金岩様）学校の授業と現場ではまた違うと感じる。商品の中でもカテゴリーが分かれており、目的にご

とに価格、販売、ごとに値上げの幅を増やしていく。全体のバランスがとても大切だと感じる。 

生菓子を中心にやっている店舗は厳しい状況と感じる。 

沼田様）焼き菓子と生菓子は商品価値が違うため、目的に合わせて値上げ幅を決めている。最終的な売

り上げは上がっている。 

金岩様）学校では、授業を組む上で選択ができるので、レシピを工夫していけるのではないか。 

目的に合わせた授業を行うことができるのではないかなと思う。 

授業目的をもう少し工夫していくと原価を抑えられるのではと感じる。教える側の人がどういうお菓子

を勉強させたいかによると思う。レシピ工夫は大切だと思う。 

健康志向商品は、あまり売れない。 

多店舗でも、ビーガンなどを取り扱っている小さな店舗が少しずつ増えてきている。 

世界的にもビーガンフードなど専門店が増えてきているので、そういった違う視点考えてみてもよいか

もしれない。 

いい材料イコールいい授業ではないと思うので、コスト意識を持つことも大切な仕事だと感じる。 

沼田様）材料に関しては、代替品を使用したり、入荷コストを抑えたり、グループで上手に入荷して小

さなコスト削減を行っている。 

 

ご意見をいただいたうえで、検討していきたいと思います。 

 

次回開催予定：令和 8 年２月 19 日（木） 
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2025(令和７)年第２回学校関係者評価委員会報告書 

 

学校法人国際ビジネス学院金沢 

スーパースイーツ製菓専門学校 

 

 

学校法人国際ビジネス学院金沢 スーパースイーツ製菓専門学校の「令和６年度自己評価点検報告

書」に基づいて、学校関係者評価を実施しましたので、以下の通り報告いたします。 

 

 

記 

 

 

開催日時：2026（令和８）年日 2 月 19 日（木）15:00～16:00 

開催場所：スーパースイーツ製菓専門学校 ３階会議室 

 

 

１．学校関係者評価委員 

＜出席委員＞ 

・関係業界委員 ：加藤 髙聖 氏（株式会社ぶどうの木 管理本部 総務部 部長） 

・企業等委員  ：金岩 重典 氏（株式会社ふらん・どーる 石川県洋菓子協会 会長） 

・卒業生代表委員：沼田 和志 氏（株式会社レグレット）  

      

＜欠席委員＞ 

なし 

＜本校職員＞ 

・本校教職員  ：梶聡司、村田直樹、土居千恵美                   

・司  会   ：村田直樹 

・議事録作成  ：土居千恵美 

 

２．学校からの報告事項 

・入学者・退学者の推移 

資料参照 

富山からの来校が増えているが、石川、福井からの入学予定者が減っている状況 
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・就職状況報告 

製菓衛生師学科 1 名 就職希望しない 

パティシエブーランジェ学科 49 名 就職希望 43 名 

内定者 39 名 ９０％ 

国際調理への進学や、海外チャレンジなど様々な進路選択が増えたと感じている。 

また、就職をしたいと強く思っている学生は減っているように感じる。 

 

・自己点検より 

・質疑応答 

 

＜現在までの取り組みについて反省を行なった。＞  

① 入学者の推移 

資料参照 

 

② 就職状況（内定状況）  

資料参照 

 

３．自己点検評価報告書の評価項目ごとの評価・意見等 

項目 評価・意見等 

１ 教育理念・目的・ビジョン 別途特記にて記載 

２ 学校運営 特になし 

３ 教育活動 特になし 

４ 教育成果 特になし 

５ 学生支援 特になし 

６ 教育環境 特になし 

７ 学生の募集と受け入れ 特になし 

８ 教職員組織 特になし 

９ 社会貢献 特になし 
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４．総合的なご意見、改善事項等 

【特記】 

１－２ 教育目的、育成人材像について 

自己点検より：具体的な計画、方法をもっているか 

26 年 6 月末 完成予定のドリーム８についての案内、施設の内容について話をした 

活用方法についてご意見をいただく 

どんな学生を育成してほしい、どのようなところを強化して指導してほしい、知識、技術について 

ご教示をいただきく。 

 

沼田さん）どんどんやらせることが大切と感じる。自主的に学ぶ子が少ないと思うので、やらせてみる

のが一番と感じる。店舗でも先輩をつけて、トライ＆エラーを繰り返させる。 

お客様は同学年とかの学生なのか？ 

 

梶）対象は基本的には学生ですが、よくよくは一般の方にも販売できたらと思っています。 

 

加藤さん）接客も製造も両方するのか。作る方でいうと、作るのとショーケースに並んでいるのと違う

ことを知っておいてください。 

ゴールデンエッグでは、サービスの範囲ではなく、決められたマニュアルから一歩踏み出して接客をし

てもらえるようになっていることが大切と感じる。 

知る、伝えるを大切にしてほしい。 

 

金岩会長）辻口シェフはかかわっているのか？ 

永田シェフとかとベルギーに視察に行ったときに、レストランを訪れた。学生が運営しているレストラ

ンへ訪れた。一般のお客様が多く訪れている店舗だった。学生が運営していることを理解したうえで、

プロと学生が一緒に運営していた。 

最後に意見を伺って振り返りをしていた。（値段は少し安いぐらい） 

パティスリー、ブーランジェリーも一般の方も普通に購入ができる。値段を下げすぎると学生のために

ならない。アンケートの実施はマストでそのアンケート内容を学生へフィードバックしていた。真剣み

が高かった。学生割引はあるにしても、一般価格は、通常の値段を取るべき。その方が現実味があって

より仕事を、真剣に行うことができいるのだと思う。 

技術を応援してくれるお客様がおおいので、お金を払う分しっかりと意見を伝えるお客さんが多い。 

プロと、学生が一緒に働いていることがよいと感じた。6～8 人ぐらいのチームで働いていた。順に回っ

ている様子だった。 

ゲント市が運営している調理学校（ベルギー国）は伝えればアテンドしてくれる。金沢市の国際交流課

で姉妹都市のためアテンドしてもらえるかもしれない。 

 

金岩会長）接客とかも楽しいと感じてほしい、ただ授業としてやるだけでなく、仕事として楽しいと感

じられる 

達成感を感じられるようになってほしいと思う。 
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自主的に動く学生は積極的に覚えようとするので、そうじゃない学生をどうやって楽しくさせるのかは

現場でも課題となっている。 

変なものを出されても困るので、ある程度のレギュレーションは必要だと思うが、学生の個性も大切に

してあげれたらと思う。 

 

加藤さん）商品衛生だけは、とても厳しくしてほしい。そのほかは緩くてもいいと思う。 

腐っているかどうかがわからない、違いがわからない。おかしいものがジャッジできるようになってほ

しい。家庭の教育の影響もあると感じるので、難しいとは思うけど、現実を知ってもらうことから始め

る必要がある。 

 

金岩会長）楽しみですね。イベントもできるだろうし、季節、シーズン賑わいで盛り上げていけること

もできると思う。 

何でもできるんじゃないかなと。チープでも洗練されていてもどちらでもできるのが学校ではないだろ

うかと思う。 

 

梶）図面の紹介 

お披露目会のご案内はさせていただきますので、ぜひお越しください。 

 

金岩会長）留学生はたくさんいますか。 

 

梶）オープンキャンパスには参加しているが入学にはなかなかつながらない。ただ、日本語を理解して

いないと授業についていけないため、難しい。留学生は増えていると思う。 

 

金岩会長）アリスさんがあるため留学生は近所にたくさんいる。お金持っていないと難しいと思う。 

 

加藤さん）ぶどうの森では大原さんから流れてくる留学生がくる。入社してからが大変。日本語ができ

るが資格が取れないので、継続が難しい。 

 

 

次回開催予定：令和 8 年 8 月予定 


